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通告番号 1 

（質問者：大田正樹）1 回目の質問形態【一問一答】  （9 月 20 日 第 1 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 公立幼稚園の認

定こども園化につい

て 

① 子ども・子育て会議からの答申を受け、本市の方向性

を伺う。 

② 今後、公立の幼稚園はどのようになるのか伺う。 

(２) 市道 2 号線につ

いて 

 市道 2 号線の進捗状況を伺う。 
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通告番号 2 

（質問者：山川 仁）1 回目の質問形態【一問一答】 （9 月 20 日 第 1 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 鉄軌道・LRT 等新た

な公共交通について 

平成 28 年度、平成 29 年度、一括交付金を活用して

新しい公共交通システム導入可能性調査検討事業を行

っていますが以下の件を伺う。 

① 平成 28 年度の調査で、どのような現状と課題が報

告されたのか伺う。 

② 平成 28 年度、29 年度の事業内容の違いを伺う。 

③ 報告書の望ましいルートと交通システムの方向性

やルートについて伺う。 

④ 概算収支の見通しについて伺う。 

⑤ 将来に向けて LRT 整備の展望について伺う。 

⑥ 沖縄本島内の鉄軌道導入に向けた取り組みについ

て、ルート案が絞られてきましたが本市の見解を伺

う。 

(２) 消防力・消防体制の

強化について 

本市では、防災力を高めるために防災士の資格取得を

補助しており、減災に対する市民の意識改革に繋がって

いると期待をしていますが、常に市民の生命・財産を守

り、地域の安心・安全を果たすという使命と役割を強く

持つ消防職員や消防団員等について以下の件を伺う。 

① 消防庁舎建設の進捗状況を伺う。 

② 消防団員の確保と処遇改善について伺う。 

③ 消防職員の特殊勤務の内容について伺う。 

④ 消防職員の防災士取得について伺う。 

(３) 医療的ケア児の支援

体制について 

日本一住みよいまち、とみぐすくの街を実現するため

に、保険・医療・福祉・教育など、様々な分野で連携を

図り、切れ目のない支援体制が望まれるが以下を伺う。 

① 本市の医療的ケア児の人数を伺う。 

② 受け入れ可能な保育園と受入状況を伺う。（事前に

詳細な資料提供を求む） 

③ 本市に通う教員の認定特定行為業務従事者研修状

況を伺う。 

④ 豊見城市障害者計画及び第 4 期障害福祉計画と予

定されている第 5 期障害福祉計画（案）について伺

う。 
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通告番号 3 

（質問者：与那覇清雄）1 回目の質問形態【総括質問】  （9 月 20 日 第 1 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 豊見城市地区計

画等策定業務（県道東

風平豊見城線沿線地

区）について 

① 整備計画（案）の策定について伺う。 

② 地区計画（素案）の策定について伺う。 

③ 関係地権者との意見交換について伺う。 

(２) 豊見城市地区計

画策定事業（国道 331

号沿線小録バイパス

沿線（第一地区））につ

いて 

① 権利調査について伺う。 

② 関係権利者意向調査（アンケート）について伺う。 

(３) 産業基盤整備事

業（与根地区）につい

て 

① 区画整理事業計画書策定について伺う。 

② 都市計画手続き支援について伺う。 

(４) 豊見城市みどり

の基本計画（平成28年

度改定）事業について 

① みどりの基本計画策定の目的について伺う。 

② 改定の目的、ポイントについて伺う。 

③ 計画策定の経緯について伺う。 

④ 目標年次について伺う。 

⑤ 地域別の緑の配置計画について伺う。 

(５) 瀬長島観光拠点

整備事業について 

① 事業概要について伺う。 

② 平成 28 年度実施内容について伺う。 

③ 事業実施の目的、効果について伺う。 

④ 各年度の事業費及び取り組みについて伺う。 

(６) 文化観光創出事

業について 

① 事業概要について伺う。 

② 平成 29 年度実施内容について伺う。 

③ 事業実施の目的、効果について伺う。 

④ 各年度の事業費及び取り組みについて伺う。 

⑤ 事業整備後の活用について伺う。 

(７) 漁業振興関連宅

地造成事業について 

事業の経緯については、昭和 63 年豊見城村地先開発に

関する協定書、地先開発事業に伴う漁業振興に関する要望

等とずっと以前からの事業で知っている範囲でよろしいで

すので内容と進捗状況について伺う。 

(８) 市街化区域の見

直しについて 

① 区域区分第 6 回定期見直しについて伺う。 

② 編入に伴い、用途地域及び地区計画について伺う。 
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(９) 新庁舎及び消防

庁舎の建設事業につ

いて 

① 執行及び進捗状況について伺う。 

② 総事業費、財源、内訳について伺う。 

(10) 豊見城市優良母

牛導入支援事業につ

いて 

優良母牛の導入を推進し、畜産農家の生産基盤の確立及

び経営の安定を目的に平成 27 年度から事業実施しており

ますが、以下について伺う。 

① 平成 28 年度は雌牛平均 701,107 円、優良雌牛平均

1,245,870 円、事業対象優良雌牛平均 100 万円前後で推

移している状況から現在の 400,000 円補助を 500,000 円

に増額してもらいたいが当局の見解を伺う。 

② 豊見城市和牛組合員は、現在 15 畜産農家で今回から 1

畜産農家が増え 16 畜産農家となります。新しい畜産農

家への補助について当局の考えを伺う。 

③ 1998 年の伝染病流行や 2011 年の東日本大震災の影響

で畜産農家の離農が相次いだことから全国的に供給不足

となり、子牛価格の高騰が続いております。現状維持を

続けるためには、県の畜産課、JA 沖縄の畜産部、県中央

保健衛生所、県南部農業普及所等と連携を取り、研修会、

講習会、勉強会をする必要があると思うが当局の考えを

伺う。 

④ 家畜人工授精師について、豊見城市の畜産は村時代か

ら古い歴史があり、日夜頑張っているところです。現在

16 戸の畜産農家で繁殖肉用牛約 203 頭の生産頭数であ

ります。家畜人工授精師は、南部家畜人工受精センター

より派遣された 3 人に頼り、獣医師、又は家畜人工授精

師資格を持って居る方にお願いする状況であります。現

在市内の人工授精師資格者は 2 人で畜産農家数、頭数を

考慮しても家畜人工授精師の増員をと思いますが、当局

の考えを伺う。 
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通告番号 4 

（質問者：宜保安孝）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 20 日 第 1 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 道路行政につい

て 

① 瀬長交差点の渋滞緩和についての取り組みや進捗状況

について伺う。 

② 新庁舎の供用開始を控える上田地域。 

  市道 25 号線から県道 68 号線が交わる交差点（元上田

交番付近）に右左折レーンの設置を求める声があるが、

県との調整はどのようになっているか伺う。 

③ 市道 25 号線の抜け道として、あゆみ保育園側の道路

や琉球銀行裏の道路が利用されているが、実態は私道と

なっており老朽化が顕著となっている。今後、新庁舎の

供用や市道 25 号線の整備の期間中は通行量の増加が見

込まれるが、市の予算で早期に改修が出来ないか伺う。 

(２) 岡波島について ① 今後の活用方法について伺う。 

② 糸満漁協を中心に本市と糸満市が協力して漁業振興・

観光振興につなげる考えはないか伺う。 

(３) 小中学校のクー

ラー設置について 

① 過去 5 年間の導入実績と予算について伺う。 

② 温度測定調査の結果について伺う。 
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通告番号 5 

（質問者：比嘉 綾）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 20 日 第 1 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 新オレンジプラ

ンについて 

① 平成 28 年 12 月議会で本市には、専門医である認知症

サポート医が確保できないか検討しているとのことでし

たが、認知症サポート医が確保できたのか伺う。（確保で

きているなら取組まで） 

② 平成 30 年度が近づいていますが、南部圏域の 5 市町

において認知症初期支援チームの情報交換の場として連

絡会を発足して認知症初期集中チームの設置ができたの

か伺う。 

③ 桜山荘たからカフェで 2 カ月に 1 回認知症カフェを開

催しているということなのですが、参加人数等や利用状

況はどうなのか伺う。 

④ 周知は、どのように行っているのか伺う。 

⑤ 2 カ月に 1 度では回数が少ないと考えますが、浦添市

のようにデイサービスと一緒にできないのか伺う。 

(２) クーラーの設置

について 

 いつまでに全ての学校にクーラーを設置できるのか伺

う。 

(３) 農業分野での障

がい者就労について 

（農福連携） 

① 現在、憲法の「法の下の平等」という基本的原理が経

済・政治・福祉等各分野で広く問われつつあります。 

 現代農業のアンケート調査によれば、農業に取り組む障

害者福祉施設の数が年々増加して施設で農業活動を行っ

ていることが分かるが、本市の農業分野での障がい者就

労の状況を伺う。 

② 他産業の就業先が不足し、就労する能力があるにもか

かわらず、自宅待機となっている場合が数多く存在して

いるが労働力が不足している農業分野で、障がい者の就

労の場を増やせる可能性が考えられるが本市の見解を伺

う。 

③ 農業に関心のある障害者福祉施設、障がい者雇用に関

心のある農家や農業法人の双方が、交流イベントや障が

い者の農業体験、農作業のお手伝い等、連携を取りなが

ら本市でも前向きに検討をしているのか伺う。 
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通告番号 6 

（質問者：大城敬理）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 20 日 第 1 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) ごみ袋について   県内においては読谷村がごみ袋に企業広告を掲載して自

主財源確保に貢献していますが、本市においても実施でき

ないか伺う。 

(２) 消防団員につい

て  

① 現在、消防団の活動や団への加入促進 PR 等はどのよ

うに行っているか伺う。 

② 消防団員を確保するために、具体的な支援策があるか

伺う。 

(３) 道路行政につい

て  

① 県道 7 号線、豊見城交差点から保栄茂入口までの街路

樹であるデイゴのほとんどが、病害虫によって開花せ

ず、また落ち葉によって歩道が汚れているのが現状で

す。県に対し、街路樹の樹種見直しや、道路整備につい

て何らかの要請や提言を行ったことがあるか、また今後

行っていく必要性があると思うが見解を伺う。 

② 市道 26 号線一部の（高嶺公民館付近）ガードパイプ

が腐食して危険な状況ですが、対応できないか伺う。 
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通告番号 7 

（質問者：楚南留美）1 回目の質問形態【総括質問】   （9 月 20 日 第 1 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 認知症高齢者等

の見守りについて 

平成 29 年 8 月 14 日に本市と豊見城警察署は「認知症

高齢者等の見守り及び安全支援に関する協定書」を締結し

ていますが、以下について伺う。 

① 協定内容と具体的な取り組みについて伺う。 

② 県内で初めてドローンを活用することが明記されてい

ますが、具体的な活用方法について伺う。 

(２) 認知症サポータ

ー養成講座の取り組

みについて 

① 本市の認知症サポーター数と取り組み成果について伺

う。 

② 認知症への理解を深め窓口対応などに生かすための本

市職員を対象とした認知症サポーター養成講座の取り組

みについて伺う。 

(３) 地域福祉コーデ

ィネーターの配置に

ついて 

厚生労働相は、平成 28 年 7 月 15 日に「我が事・丸ご

と」地域共生社会実現本部を設置したが、以下について伺

う。 

① これまでの公的支援がどのように変わっていくのか内

容について伺う。 

② 市は、地域福祉コーディネーター（コミュニティーソ

ーシャルワーカー＝CSW）の役割をどのように捉えて

いるか伺う。 

③ 制度を対象としない生活課題への対応や複合的な課題

を抱える世帯への対応など既存の縦割りのシステムには

課題が生じているとされ、制度の挟間、領域や分野に限

定されない部分も含め支援が求められている。行政所

管、相談支援員、生活支援コーディネーターとの連携を

行い、調整役となる地域福祉コーディネーターを配置す

ることで充実した支援が可能になると考えるが見解を伺

う。 

④ 地域福祉コーディネーターという、困りごと相談窓口

を市に設置することにより市民が様々な生活課題を抱え

た時等、どこに相談すればよいのかすぐに分かり、安心

して暮らしていけると考えるが見解を伺う。 

⑤ 地域包括ケアの深化・地域共生社会の実現として、地

域における住民主体の課題解決、包括的・総合的な相談

支援体制のイメージが示されており、生活支援コーディ
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ネーター、CSW（地域福祉コーディネーター）等の専

門職の配置を想定している。そのような動向に対応する

ために、地域福祉コーディネーターの配置・養成を計画

し進めるべきと考えるが見解を伺う。 

(４) 児童・生徒の安

心・安全について 

① 本市、小中学校の防犯カメラ設置状況について伺う。 

② 市内での不審者情報について伺う。（過去 3 年間） 

③ 児童・生徒の登下校時における防犯対策の取り組みに

ついて伺う。 

④ 保護者から学校現場へ児童・生徒が登下校したかにつ

いて、問い合わせ時の対応方法について伺う。 

⑤ 全国で 150 校以上、県内市町村 9 校でも導入されて

いる児童・生徒の安心・安全を見守る学校防犯システム

「ツイタもん」についてどのように認識されているか伺

う。 
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通告番号 8 

（質問者：赤嶺勝正）1 回目の質問形態【総括質問】  （9 月 20 日 第 1 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 健康行政につい

て  

① 本市の男女の平均寿命について伺う。 

② 本市の年齢別の肥満割合について伺う。 

③ 市民を対象にした食育指導の取り組みについて伺う。 

④ 市民を対象にした運動推進対策について伺う。 

(２)世界空手大会につ

いて  

来年、沖縄県で開催される世界空手大会まで約 1 年弱と

なりました。本市には空手会館があり、空手の普及や観光

に大きく寄与しています。本市ではどのように大会に関わ

っていくのか伺う。 

(３) 道路行政につい

て  

① 市道 257 号線（旧国道 331 号から豊崎地区までの区

間）の進捗状況について伺う。 

② 市道 49 号線（旧国道 331 号から翁長区公民館までの

区間）の管理・実態調査について伺う。 

③ 市道 442 号線（旧国道 331 号から翁長地域の区間）の

安全対策について伺う。 

④ 市道 22 号線（市道 23 号線から旧国道 331 号の区間）

は、今年度は予算がつかず大変苦慮されます。その後何

らかの状況変化はないか伺う。 

⑤ 旧国道 331 号（現：県道 256 号線）が県へ移管されま

した。市民から早期整備を望む声がありますが、今後の

整備計画について伺う。 
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通告番号 9 

（質問者：德元次人）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 21 日 第 2 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 各種スポーツ・文

化活動のための合宿

誘致について  

① 合宿センターの設置について見解を伺う。 

② 施設使用の減免優遇すべきと考えるが見解を伺う。 

③ 合宿誘致協議会との連携は必須であるが、推進委員の

配置を求めるが見解を伺う。 

(２) 企業誘致の推進

について 

企業誘致を可能にするため土地利用見直しは重要である

がその課題を伺う。 

(３) 民泊について 民泊新法（住宅宿泊事業法）施行を目前に本市の見解を

伺う。 

(４) 観光振興につい

て 

豊崎観光関連用地へ立地予定の企業について開業計画の

進捗状況を伺う。 
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通告番号 10 

（質問者：新垣亜矢子）1 回目の質問形態【一問一答】  （9 月 21 日 第 2 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) ICT 活用について ① ICT 活用での庁舎内文書のペーパーレスへの取り組み

について伺う。 

② 議会へのタブレット導入について当局の見解を伺う。 

(２) 教育行政につい

て  

① 現在実施されている市内小中学生対象のイングリッシ

ュキャンプの取り組みについて伺う。 

② 基地交流事業の今後の方向性について伺う。 

(３) 選挙費用につい

て  

 選挙運動費用収支報告書の公費負担分について伺う。 

(４) コミュニティバ

スについて 

① 市役所移転に伴い、既存の市内バスの路線見直しにつ

いて見解を伺う。 

② 市内にコミュニティバスを導入することについて見解

を伺う。 
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通告番号 11 

（質問者：仲田政美）1 回目の質問形態【総括質問】  （9 月 21 日 第 2 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 道路行政につい

て  

安心・安全な街づくりについて以下を伺う。 

① 県道 256 号線（旧国道 331 号）の字伊良波から道路

拡張の準備が進められている。当該道路整備にあたり、

市道 17 号線と市道 67 号線の交差点（座安入口）につ

いては、これまでも座安自治会より、信号機の設置要請

がなされている。しかるに、この度の道路拡張に伴って

中央分離帯の設置が懸念される当該交差点が閉鎖される

ことなく地域住民等が引き続き安全に利用できるよう信

号機の設置整備を含め、県へ要請ができないか見解を伺

う。 

② 市道 239 号線（ダイレックス豊見城店から平和台北

口バス停の区間）の歩道整備について以下を伺う。 

（ア）路面がひび割れし、雨水の浸水等で歩道崩壊が予測

される。歩行者から歩道の改修及び転落防止柵設置を求

める声が多く寄せられている。当該箇所の整備が急務で

あると考えるが見解を伺う。 

（イ）歩行者の安全確保の為、歩道両サイドの雑草除去が

必要だと考えるが見解を伺う。 

③ 市道 257 号線、豊崎小学校前から字翁長向けに架け

られている橋梁「おなが橋」について以下を伺う。 

（ア）おなが橋は、多くの市民から早目の開通をとの声が

ある。災害時の避難道として又防災、減災の観点からも

一日も早い開通を出来ないか見解を伺う。 

（イ）当該橋梁道路事業が完成まで、暫定的に字翁長側へ

階段等を設置し、開通させる考えはないか見解を伺う。 

(２) 子どもの貧困対

策について 

① 子どもの貧困調査を行ない、その改善のために切れ目

のない支援体制が必要と考えるが見解を伺う。 

② 就学援助金の入学準備金は県内 5 市町村で 2018 年度

から入学前の小中学予定者に対し支給するとあるが、本

市も中学校同様小学校も支給出来ないか伺う。 

③ 賞味期限切れ前の防災備蓄品等を活用して支給支援す

る考えはないか見解を伺う。 
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(３) フードバンクの

設置について 

生活困窮者支援の為、庁舎内に「フードバンク」を設置

する考えはないか見解を伺う。 

(４)避難所運営ゲーム

（HUG）について 

平成 28 年 9 月議会で「避難所運営ゲーム HUG の訓

練・研修は避難所運営の理解をより深めることが出来る。

検討したい」とありましたが、進捗状況を伺う。 

(５) 子ども医療費の

窓口無料化について 

① 2018 年度からの現物給付について見解を伺う。 

② 通院費の対象年齢の拡大について見解を伺う。 

③ 県は市町村に対し「こども医療費助成制度の見直し

（案）に関する希望調査表」A 案から F 案の希望案を調

査しているが、本市はどの案か伺う。 

(６) 捨て猫対策につ

いて 

動物愛護精神「迷子ゼロ」「殺処分ゼロ」の観点から以

下を伺う。 

① 直近 3 年間における居住環境に対する苦情等の件数を

伺う。 

② 譲渡活動を行なう NPO 法人は、本市にあるか、又市

との連携はどのようになっているか伺う。 

③ 飼い犬登録のように「飼い猫登録制」についての見解

を伺う。 

④ 「豊見城市ネコの愛護及び管理に関する条例」を設定

する考えはないか見解を伺う。 
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通告番号 12 

（質問者：新垣繁人）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 21 日 第 2 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 未来へ繋ぐ子育

て支援について  

① 子どもの幸福支援及び貧困対策について以下を伺う。 

（ア）沖縄子どもの貧困緊急対策事業補助金実施要領の中

で、「支援員の配置事業、支援員の養成研修市町村事

業、子どもの居場所の運営事業、協議会の運営事業」の

4 つが掲げられているが、対象補助として 4 つの事業以

外は該当しないのか伺う。 

（イ）沖縄子どもの貧困緊急対策事業補助金実施要領の中

で対象者として「生活困窮自立支援法で定める生活困窮

者又は、学校教育法に基づく就学援助制度の対象者とす

る」と掲げられているが、生活保護世帯、準要保護世帯

以外は該当しないのか伺う。 

（ウ）本市の生活保護世帯数と準要保護世帯数について伺

う。 

（エ）本市における絶対的貧困世帯の状況について伺う。 

（オ）本市が行っている子供の貧困対策事業にについて継

続性も含めた現状と課題を伺う。 

（カ）豊見城市子ども調査業務の内容等について伺う。 

② 子どもの医療費助成について、0 歳児から就学前を対

象とした現物給付に対する県の動向等、進捗状況を伺

う。 

(２) 就労支援につい

て  

① 豊崎地区の企業のみを対象とした雇用動向調査の内容

等について伺う。 

② 市民優先枠の雇用として豊崎観光関連用地の選定企業

とどのような協議がされているのか伺う。 

(３) 地域特性を活か

した産業振興につい

て  

平成 29 年度予算の中で、一括交付金として与根漁港複

合施設整備事業が組まれているが進捗状況等を伺う。 

(４) 行政改革につい

て  

① 次年度の改革として、職員数を増やすべきと考えるが、

見解を伺う。 

② 政策管理室等を設置すべきと考えるが、見解を伺う。 

(５) 豊崎の護岸整備

について 

前回の 6 月定例会において、県から委託されている海

岸、海浜浄化業務の中で豊崎地区の追加と委託料の増額を

求めるとの答弁をいただきましたが、県との協議等、進捗

状況を伺う。 
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通告番号 13 

（質問者：比嘉 彰）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 21 日 第 2 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 自治会公園の整

備について  

① 桜ヶ丘自治会より桜ヶ丘ハイツ公園所有権移行要望書

があったと思うが、どのように対処をしたか伺う。 

② 他の自治会公園でも問題になっている公園があるか伺

う。 

(２) 自治会加入促進

について  

① 本市の自治会加入率について伺う。 

② 本市として自治会加入促進についてどのように対処し

ているか伺う。 

③ 自治会はどのような活動をすれば良いか伺う。 

(３) ゴミ収集につい

て 

① 収集の時間はどうなっているか伺う。 

② 猫やカラス等の被害の苦情がないか伺う。 

(４) カラスの繁殖に

ついて 

最近、本市を含む南部地区にカラスが増えているとの情

報があるが対策はしているか伺う。 

(５) 老人介護につい

て 

① 要介護の老人世帯数を伺う。 

② 老老介護の世帯数を伺う。 

③ 認認介護の世帯数を伺う。 

④ ①～③までの対策について伺う。 

(６) 川沿いの遊歩道

について 

① 歩道の管理責任はどこか伺う。 

② 歩道への不法投棄対策について伺う。 

③ 饒波川沿いの整備計画はあるか伺う。 
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通告番号 14 

（質問者：當銘清弘）1 回目の質問形態【総括質問】   （9 月 21 日 第 2 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 地域防災マネー

ジャーについて 

地域防災マネージャーの任務と採用期間について伺う。 

(２) 防災の強化策に

ついて 

① 本市には、現在、防災士は何名いるか伺う。 

② 防災士の役割（活動状況）について伺う。 

③ 防災士をどのように確保するか伺う。 

(３) 豊見城バス路線

の再編について 

① 市内公共交通の現状と課題について伺う。 

② 地域における公共交通網の整備計画について伺う。 

③ 予約制乗合バスの導入は考えられないか伺う。 

④ バス路線の再編スケジュールについて伺う。 

(４) 一括交付金につ

いて 

① 平成 28 年度ハード交付金（道路関係）の繰越率と不

用額について伺う。 

② 平成 29 年度ハード交付金（道路関係）にどのような

影響があるか伺う。 

③ 今後の一括交付金の課題について伺う。 
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通告番号 15 

（質問者：大田善裕）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 21 日 第 2 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 防災基盤の整備

について 

 本市の防災基盤整備促進の観点から以下を伺う。 

① 平成 25 年度沖縄県地震被害想定調査による本市の被

害想定調査の結果を伺う。 

② 平成 27 年度沖縄県津波浸水想定において、本市の被

害想定区域および想定される被害の状況を伺う。 

③ みどりの基本計画で示された「防災に関する方針」で

は、市域沿岸で予測されている津波や高潮被害には、頼

りない内容となっているように考えるが、当局の見解を

伺う。 

④ みどりの基本計画で、西部地域へ整備を促進する近隣

公園を防災上の観点から、座波名森などの高台へ整備

し、西海岸・西部地域の一時避難場所としても使用でき

るような公園に整備する必要があると考えるが、当局の

見解を伺う。 

(２) 瀬長島の振興に

ついて 

 市域の戦略的な発展のため以下を伺う。 

① 都市計画マスタープランにおける瀬長島の位置づけを

伺う。 

② 瀬長島を所管している部署を伺う。 

③ 瀬長島野球場の整備状況について伺う。 

④ 瀬長島野球場の利用状況を伺う。 

⑤ 瀬長島野球場を移設した上で、商業地や観光地として

整備した方が、税収の確保や瀬長島の更なるブランド化

を図る上でも有益だと考えますが、当局の見解を伺う。 

(３) 市道 25 号線の整

備について 

 安心・安全な通学路確保のため以下を伺う。 

① 市道 25 号線、座安小学校正門前の交差点で、雨天時

に多発するスリップを防止する為、滑り止めの舗装を早

急に行う必要があると考えますが、当局の見解を伺う。 

② 市道 25 号線、渡橋名交差点～座安小学校前の区間に

おいては、「防犯灯・防犯カメラ緊急整備事業」を用いて

防犯灯の設置をする必要があると考えるが、当局の見解

を伺う。 
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通告番号 16 

（質問者：外間 剛）1 回目の質問形態【総括質問】   （9 月 21 日 第 2 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 姉妹都市交流に

ついて 

① 市長は 8 月に美郷町（旧北郷村）の「うなま地蔵祭

り」初参加された率直な感想を伺う。 

② 来年は美郷町と姉妹都市盟約 30 年になるが、今回の

表敬でトップ会談されたと聞くが、それをふまえどのよ

うな記念行事を考えているのか現時点での市長の考えを

伺う。 

③ 高千穂町とは職員人事交流を行っているが、美郷町と

の交流は 30 年の節目を境に今後の時代に向けどのよう

な交流を考えているのか伺う。 

(２) 防犯強化策につ

いて 

① 本市の防犯対策の状況について以下を伺う。 

（ア）防犯灯の設置状況について伺う。 

（イ）防犯灯の設置個所について、地域（自治会等）から

の要望を含め、どのような協議がなされているか伺う。 

② 防犯カメラの設置について以下を伺う。 

（ア）市民の生命、財産を守るには常に時代の情勢変化に

合わせた防犯対策を図るべきと考えるが、その見解につ

いて伺う。 

（イ）防犯カメラの設置は「監視社会」と言われる中、防

犯と監視は連動すると思慮するが、その考えを伺う。 

（ウ）防犯カメラ設置に向けた条例制定等の進捗及び設置

個所について伺う。 

（エ）防犯カメラの設置個所は地域からの要望等が優先的

な課題と考えるが、自治会長会との連携について伺う。 

③ 防犯カメラの設置に向け、警察等、関係機関との調整

はされているのか、その調整段階での警察等の見解を伺

う。 

(３) 土地適正管理に

ついて 

周辺環境への悪影響、個人間トラブルを避けるため、本

市は土地所有者に対し「土地適正管理について（協力願

い）」の通知をし、指導しておりますが、次の点を伺う。 

① どのような基準で通知しているのか伺う。 

② 年間何件の指導通知をし、何件が対処しているのか伺

う。 

③ 意図的に対処しない土地所有者、経済的理由で対処で

きない所有者には、どのような対策をしているのか伺
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う。 

④ 民からの苦情に対し行っている対応だと思慮するが、

民から公、本市から国、県にどのように行っているのか

伺う。 

⑤ 民から公、本市から国や県に対し過去 5 年間で何件の

要望を出し、何件が対処対応できていないのか伺う。 
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通告番号 17 

（質問者：儀間盛昭）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 22 日 第 3 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 教育行政につい

て 

① 就学前教育・幼稚園教育の整備充実について以下を伺

う。 

（ア）認定こども園について運営方針を伺う。 

（イ）幼稚園教諭の正規雇用状況について伺う。 

（ウ）幼稚園給食実施後、給食センターの課題点対応につ

いて伺う。 

② 小中学校の課題について以下を伺う。 

（ア）用務員を再配置すべきと考えるが見解を伺う。 

（イ）労働安全衛生委員会の運用状況について伺う。 

（ウ）職員の出退勤時間の管理状況について伺う。 

（エ）小中学校の教諭の正規雇用状況について伺う。 

（オ）全校にスクールソーシャルワーカーの配置をする考

えはないか見解を伺う。 

（カ）怠学による不登校児童生徒の状況について伺う。 

(２) 公園管理につい

て 

① 市民が親しみ、安全安心、便利な公園の実現求め、し

おさい公園の使用禁止状態の三基ある東屋について以下

を伺う。 

（ア）制作した事業所が現存するなら資料提供の依頼をす

る考えはないか伺う。 

（イ）9 ㎡で工事費 1,000 万円、築 13 年で使用停止と認

識してよいか伺う。 

（ウ）6 月定例会で国庫への返還金なしとの答弁でした

が、沖縄防衛局のどなたと市からどの資料を用いて話し

合ったのか伺う。 

② コンビネーション遊具について以下を伺う。 

（ア）大規模の豊崎にじ公園と最新で使用停止となってい

る豊見城団地緑地公園にある当該施設の総費用額と築何

年で使用停止となったのか伺う。 

（イ）上記施設の年次ごとの修繕対応を伺う。 

（ウ）停止中の全ての施設は、子ども達が再開を心待ちし

ており、早期利用を再開すべきであると考えますが、見

解を伺う。 
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通告番号 18 

（質問者：佐事安夫）1 回目の質問形態【総括質問】   （9 月 22 日 第 3 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 学校給食センタ

ー調理等委託業務に

ついて 

豊見城市学校給食センターの調理部門の民間委託契約に

ついて、6 月議会での回答に基づいて次の点を伺う。 

① 委託業務について以下を伺う。 

（ア）募集業務の経過のなかで、辞退した理由の検討、期

間等の検討について伺う。 

（イ）委託契約内容について伺う。 

（ウ）委託金額の予定価格の積算根拠、内容について伺

う。 

（エ）募集要項の予定価格と契約価格、その差額、落札率

を伺う。 

（オ）業務実施に伴う各種提出物について伺う。 

② 配送業務について以下を伺う。 

（ア）調理部門と配送部門を別業者に委託する考えについ

て伺う。 

（イ）配送車の契約内容について伺う。 

(２) 放課後児童対策

事業（学童保育）につ

いて  

① 県では、子どもの貧困対策の 1 つの事業として、放課

後児童対策事業の一人親や低所得者に対して減免措置が

もり込まれています。また、親の負担を少しでも減らす

ための措置が取られていますが、本市における取り組み

を伺う。 

（ア）一人親家庭や低所得者家庭への減免をする計画につ

いて伺う。 

（イ）利用者の負担軽減のため、事業所に対しての家賃補

助について伺う。 

② 真嘉部コミュニテイーにあるどろんこ学童について、

3 月議会にての回答を踏まえてのいきさつを伺う。 

（ア）指定管理者からの報告での回答ですが、報告の方

法、文書での報告月日を伺う。 

（イ）回答と現場との食い違いがありますが、事実確認の

結果について伺う。 

（ウ）その後のどろんこ学童への指導内容について伺う。 

（エ）指定管理者が学童保育事業を実施するいきさつにつ

いて伺う。 
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(３) 介護予防事業に

ついて 

 家族介護の解消を掲げて、介護保険法が実施されてから

17 年になります。本市は、平成 28 年 4 月から、介護予

防・日常生活支援総合事業を開始しましたが以下について

伺う。 

① 総合事業でまだ実施していない事業の実施計画につい

て伺う。 

② 地域の諸団体との連携が必要になりますが、取り組み

について伺う。 

③ 地域支えあい訪問型サービス事業、住民主体通所型サ

ービス事業の取り組み、補助金交付について伺う。 

(４) 教育行政につい

て 

長嶺中学校運動場の粉塵（砂ぼこり）対策について見解

を伺う。 
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通告番号 19 

（質問者：比嘉仁一）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 22 日 第 3 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 9 億余の損害賠償

事件について 

① 特別委員会において、和解協議が決裂したと報告され

ているが、その詳細について伺う。 

② 和解が決裂した以上、今後訴訟手続きでの結論が求め

られて行くことになるが、その分野の専門弁護士の補強

等を検討すべきと思うが、当局の意見を伺う。 

(２) 豊崎公園の管理

等について 

① 緑化振興会の組織実態について伺う。 

② 公園管理と公園内での自動販売機の設置の実態及びそ

の収益の取り扱いについて伺う。 

③ その収益は、都市公園法と関連法規及び仕様書の 1 項

から 11 項目のどの項目に該当するか伺う。 

(３) 河川の整備につ

いて 

豊見城市内の河川整備（西部地区）について伺う。 
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通告番号 20 

（質問者：瀬長 宏）1 回目の質問形態【一問一答】   （9 月 22 日 第 3 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 損害賠償裁判に

ついて 

① 和解が不成立になった理由を伺う。 

② 証人尋問への対応について伺う。 

(２) 国民健康保険事

業について 

① 県内 11 市の今年度世帯当たりの国保税額を伺う。 

② 県単位化スタート時の累積赤字見込み額について伺

う。 

③ 次年度の保険税額について伺う。 

④ 滞納状況とその対応について伺う。 

(３) 就学援助につい

て 

① 申請しても多数が所得超過で却下されているが、生活

保護級地を 3－1 で所得を計算するか、あるいは 3－2 の

1.5 倍にする等の変更はできないか伺う。 

② 新小学 1 年生の入学準備金を入学前支給実施できない

か伺う。 

(４) 待機児童問題に

ついて 

① 現時点の待機児童数について伺う。 

② 年度末までの待機児童ゼロの手法について伺う。 

③ 本市の潜在的な待機児童 230 人と報道されたが、その

内訳について伺う。 

(５) 子どもの貧困対

策について 

① どういう組織で対策を協議しているのか。 

② 実態を把握するアンケート調査について伺う。 
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通告番号 21 

（質問者：赤嶺吉信）1 回目の質問形態【総括質問】   （9 月 22 日 第 3 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 与根地区産業集

積基盤整備について 

① 与根西部地区の組合施行区画整理事業の進捗状況につ

いて伺う。 

② 同事業における地権者の合意形成の状況について伺

う。 

③ 産業基盤整備事業の整備にあたりどのような課題があ

るのか伺う。 

④ これらの地区には、市道 286 号線（元豊見城ｶﾝﾄﾘｰ倶

楽部付近）をはじめ、いくつかのアクセス道路が計画さ

れているが、完成後はかなりの交通量が予想される。そ

こでその交通量がもたらす与根集落への影響をどのよう

に考えているか伺う。 

(２) 道路行政につい

て 

① 市道 292 号線（道の駅豊崎から美ら SUN ビーチの区

間）の植栽ボックスの管理のあり方について伺う。 

② 県道 249 号線（旧国道 331 号からアウトレットあしび

なーの区間）中央分離帯のソテツについては、反対車線

の車の見通しが悪く通行車両の阻害になっている状況

にあるが見解を伺う。 
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通告番号 22 

（質問者：赤嶺一富）1 回目の質問形態【総括質問】   （9 月 22 日 第 3 日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 地域文化の振興

について  

ソフト交付金事業龕（饒波）修復事業について伺う。 

(２) 災害に強いまち

づくりについて 

市道 34 号線防災・安全社会資本整備交付金事業（字饒波

～豊見城団地）延長 50m の擁壁が洗堀され、道路施設の崩

壊が想定され危険なため整備事業の進捗状況について伺

う。 

(３) 生活環境整備に

ついて 

豊見城二ュータウン地内の雨水幹線に雑木等が繁茂して

いるので環境整備について伺う。 

(４) 生活と産業を支

える都市基盤の整備

について 

① 市道 41 号線社会資本整備総合交付金事業（字金良～

字金良地内）延長 510ｍ、全体幅員 12ｍ、八重瀬町へ続

く道路であるが、事業の進捗状況を伺う。 

② 市道 2 号線沖縄振興公共投資交付金事（県道 11 号線

～県道 7 号線）延長 775ｍ、幅員 12ｍ交通需要の高い道

路であるが、急勾配で幅員は狭く歩道もなく危険な道路

であるが、事業の進捗状況を伺う。 

 


